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に信頼できる結果を与えることが確立しつつある。赤井君の論文は この方法を不純物原子を 1 コ含
む系に応用して，広汎な計算を行ったものである。今日迄の同様な計算は 2. 3 の特定の不純物原子
が特定の母体金属中にある場合について行われただけで，赤井君の今回の計算(原子番号 z= 1 ~56 
のすべての不純物原子を対象とする)が最初の系統的な研究である。
赤井君は母体金属として強磁性状態の鉄を考え 1 )置換位置の不純物原子核の超微細磁場，緩和時
間 2 )磁性不純物原子の場合の磁気モーメント 3 )軽い不純物原子(μ+ ， H から F まで)の場合の格




論を支持する結果を与えた。ただし前記 3 者の非セルフ・ゴンレステントな計算について 2 ， 3 の不
合理な点を指摘している。 3 d. 4 d 電子を含む磁性不純物については 赤井君の計算によって始め
て超微細磁場等の規則変化の機構が明らかにされた。 3) , 4) での軽い不純物原子核についての計
算は，核物|生の分野および非晶体生成の機構等の見地から興味深いものである。注目すべき結果とし






昭和57年11 月 29 日理学部物理第 1 談話室にわいて，関係教官出席のもとに公開研究業績発表会を聞
き，ひきつづき試問を行なった結果，合格と判定した。
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